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１９９０年代までの日本・アフリカ関係の基調は「援助する豊かな日本」と「援助される貧

しいアフリカ」であったが、日本とアフリカを取り巻く状況は大きく変わったとし、日本社

会の停滞とは対照的に、ビジネスフロンティアとしてのアフリカの存在感は急上昇し、アフ

リカは貧困削減支援を一方的に受け入れるだけの大陸から、各国の企業がしのぎを削る大

陸に急速に変貌したとしている。筆者が本書を上梓しようと思い立った理由の一つは、こう

した状況の変化を受け、「日本はアフリカの発展にどのように貢献すべきか」という従来の

発想に基づいた関係ではなく、双方に利益をもたらす関係を構想してみたいと考えたから

で、そのためには、アフリカを知るだけではなく、アフリカという鏡に映し出されている日

本の姿を観察し、自画像を適切に再認識する必要があり、本書において「アフリカを見る」

だけでなく「アフリカから日本を見る」ことにもこだわりたかったからとしている。急増す

る人口、不足する資源、低い食糧生産性という課題はそのまま、新たなニーズを生み出し、

部分的に先進国の抱える問題を補完する可能性もあります。等身大のアフリカを考え、その

課題の解決を探ると共に、日本の課題、可能性、リスクも考えることがこれからの時代に求

められる。２１００年には人類の実に３人に１人以上がサブサハラ・アフリカ（サハラ砂漠

以南）の住人になること、今やアフリカは「援助対象地」ではなく「投資対象地」として世

界の注目を浴びているにもかかわらず日本企業の「出遅れ感」は否めないこと、日本企業の

出遅れは「アフリカの問題ではなく日本企業の側の問題ではないか」と思えてしまうこと、

「中国はアフリカで嫌われている」という日本での通説は「中国はアフリカで嫌われていて

欲しい」という日本人の願望の反映にすぎなく事実に反すること、日本企業がアフリカでふ

さわしいプレゼンスを確保しておくことはアフリカのためではなく日本のサバイバルのた

めにこそ重要であると考えている。 

 


